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エグゼクティブ・サマリー
アジャイル・インテグレーション — インテグレーション技術、アジャイル・デリバリ 
ー技術、およびクラウドネイティブ・プラットフォームの組み合わせによる、ソフトウ 
ェア・デリバリーのスピードとセキュリティの改善 — は、デジタル変革の成功にとっ
て決定的な基本です。デジタル革新と崩壊のペースは速度を増し続けており、ビジ 
ネスモデル、プロセス、およびアプリケーションの迅速な変更の必要性を推進してい
ます。旧式と新式のアプリケーションを素早く再構成および再接続できる会社は有
利であり、統合の遅い会社は顧客を失う深刻なリスクにさらされます。統合とカスタ
ム開発のアジャイルな組み合わせが、顧客の期待に応え、顧客を第 1 に考える競合
他社に市場シェアを奪われるのを避けるために必要です。1この調査のため、我々は
アジャイル・インテグレーションおよびアプリケーション・デリバリー戦略に成功して
いる会社と成功度が低い会社の違い、何故一部の会社はビジネスを迅速に変化さ
せ得たのか、そして、ある統合戦略が他よりも優れているのは何によるのか、につい
て評価しました。 

2018 年 3 月、Red Hat は Forrester Consulting に対し、中規模から世界的規模の
会社におけるアジャイル・インテグレーションの評価を委託しました。このトピック 
を調査するため、Forrester は、北米、EMEA、およびアジア太平洋 (AP) で 500 人以
上を雇用する会社におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 300 人にオンライン
調査を行いました。現時点で、統合戦略がアジャイル・デリバリーチームをよく、また
は非常によくサポートしていると自己申告した会社 — つまり常に必要時には統合
が既に為されている会社 — は「成功している」とみなし、現時点での統合戦略が統
合戦略をまったくサポートしていないか、またはサポートが平均に満たない会社は「
成功度が低い」とみなしました。

主な調査結果

›› �アジャイルな習慣が決定的。アジャイル・インテグレーション戦略によってアジャ 
イル・デリバリーチームをうまくサポートしている会社とそうでない会社との大き
な違いは、社内の開発チームをサポートする習慣にありました。アジャイル・プラ
クティスの習慣を構築している会社は、広範囲にわたる新規およびレガシーのア
プリケーションを、伝統的な統合アーキテクチャーによって組み合わせ、統合し 
ます。アジャイル開発者は、マイクロサービス、開発オペレーション (DevOps)、 
およびデジタル変革プラクティスの成功をサポートする API のような独立した 
統合フローを作ることが可能です。 

›› �外部および内部 API の構築、使用、およびサポートが、デリバリーと開発のアジリ 
ティをスピードアップします。アジャイル・デリバリーチームのサポートに成功して
いる会社は、複数の統合スタイルと、内部および外部のサードパーティーに開か
れたビジネス API とを共に含む広範な統合戦略を用いた、迅速なビジネス変化
に自らを位置づけました。十分にデザインされたビジネス API により、ビジネ 
スモデルとプロセスへの迅速な再構成が可能になります。成功している会社は 
また、その外部 API による開発チームにハイレベルの専門性を見出しています。

›› �ビジネス KPI に焦点を合わせることは、アジャイル・インテグレーションの成功への
重要な分かれ目です。会社は多数の KPI を評価することによって統合戦略の成功 
を測ります。成功している会社はさらに多くの KPI を評価するのみでなく、ビジネ 
スの成功に焦点を合わせた KPI を評価しますが、成功度が低い会社は、単に API 

の開発およびデプロイメントのスピードに焦点を合わせます。

成功している会社の 
45% は、自身の統合
戦略が、従来の統合
製品とクラウドベース
の新規インテグレー 
ション・プラットフォー
ムとのハイブリッドミ
ックスを用いたアプリ
ケーション統合を達
成すべきであると考え
るコーポレート IT チ
ームを有しています。

成功している会社の 
93% は、アジャイル・
ソフトウェア開発プラ
クティスを用いた開
発チームを有してい
ます。



アジャイル開発チームへのサポートが 
統合の成功を導きます
アジャイル開発戦略の意思決定者 300 人の調査において、我々は、アジャイル・デリ
バリーチームのサポートに成功している会社とそうでない会社の間に大きなギャッ
プがあることを見出しました。デジタル変革に焦点を合わせ、アジリティ、デジタル崩
壊を優先させ、新しい技術を採用する習慣を作り上げることは、アジャイル開発チー
ムを成功させるために決定的です。この調査は、さらなる成功をおさめる会社が秀
でている重要な領域、およびそのような会社が顧客を獲得し、顧客の役に立ち、顧客
を喜ばせるために採用するステップを示します。 

調査結果は、成功度が低い会社に対して以下のような見識を提示します:

›› �成功している会社は広範な統合戦略を採用しています。アジャイル・デリバリーチ
ームをうまくサポートしている会社には、様々な統合スタイルとプラットフォーム
を採用している傾向がより強く見られます。これらには以下のものが含まれます: 

•� データの仮想化 (成功度が低い会社の 44% に対して 60%)。

• �サードパーティーに対して対外的に開かれた API (成功度が低い会社の 39% 

に対して 49%)。

• �イベント・プロセシング (成功度が低い会社の 28% に対して 40%)。 

• �クラウドベースのプラットフォーム (成功度が低い会社の 57% に対して 64%)。 

成功している会社の 53% が統合戦略の一部としてユーザーの経験レベルでの統
合を含んでいるのに対し、成功度が低い会社では 27% であり、26% のギャップが
あります。 

›› �成功のためには API に強く焦点を合わせることが必要です。API はprovide ソフト
ウェアベースのビジネス・ビルディングブロックを提供し、ビジネスの迅速な再構
成を可能にします。成功している会社は既に、統合戦略において、企業全体にわた
る多大な協力と一貫性を通した迅速なビジネス再構成の機会を見出し (成功度
が低い会社の 34% に対して 42%)、統合とデジタル変革に対する総合的アプロ
ーチのための新しい展望とアーキテクチャーを創出しています (成功度が低い 
会社の 29% に対して 42%)。ビジネスモデルの変更に対する優先順位が高いか
または決定的である組織が外部 API を提供する可能性は 2 倍です。ただしどの
ような API でもよいわけではありません。十分にデザインされていることが必 
要です。API のデザインは、API 戦略の創出がどれだけの価値を生み出すかを 
判定するための手段となります。2 

成功している会社の 
40% では、現行の統合
戦略にイベント・プロセ
シング/メッセージ・キュ
ー/アプリケーション・ 
メッセージングが含ま 
れていますが、成功度 
が低い会社ではわず 
かに 28% です。

2 



›› �成功は、アジャイル・ソフトウェア開発プラクティスを用いる開発チームからもたらさ
れます。成功している会社は、正しい技術を選択してアジャイル・インテグレーショ
ン・プラクティスをサポートしています。これは成功度が低い会社とのもう 1 つの
決定的な違いです。デジタル変革の成功には、アジャイル・デリバリー・チームを
サポートする技術の選択と使用が決定的です。しかし成功している会社の戦 
略は、そのさらに上を行っています。このことは、開発チームの 75% 以上がア 
ジャイル・ソフトウェア開発プラクティスを用いているのが、成功している会社 
では 93% であるのに対し、成功度が低い会社ではわずかに 47% であるとい 
うギャップから明らかです (図 1 を参照)。

›› �成功している会社は API に深く関わっています。 すべてのタイプの API を通し、 
デプロイメント・チームの専門性のレベルは、より成功している会社の間で有意 
に高くなっています。成功度が低い会社は、内部 API と API を消費する開発者 
ポータルでの文書化のみに焦点を合わせており、外部 API の構築には至ってい
ません。しかしながら、より成功している会社は、内部 API に加え、イベント主導型 

API、外部 API、およびサードパーティー開発者の使用に課金する API について 
も専門性を有しています。API を用いることで、開発者は、様々な技術、インフラス
トラクチャ、プログラミング環境にわたるソリューション、そして重要なことには企
業間の境界を越えるソリューションも、さらに容易に組み立てることができます。
ビジネスモデルの変更が、ビジネスにとって高いかまたは決定的な優先事項だろ
うと主張する開発マネージャーのうちの 62% は、既に外部 API を有しているか、
または 2018 年の早い時期までにこれを導入する予定でした。

33%
9%

すべてのチームがプラクティスまたは使用

60%
ほとんどのチームが使用 (約 75%)

5%
35%

半分のチームが使用

2%
17%

いくつかのチームが使用 (約 25%)

0%
1%

使用しているチームはない

図 1

成功度が低い会社 より成功している会社

「あなたが知る限りで、あなたの会社の開発チームの何パーセントがアジャ
イル・ソフトウェア開発プラクティスを使用していますか?」

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 144 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting 
が実施した調査

成功度が低い会社の 
53% は、アジャイル
・ソフトウェア開発
プラクティスを使用
している開発チーム
が半分以下であり、
クライエントのニー
ズを適時に満たすこ
とに、なお苦心して
います。

38%
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›› �成功している会社は、マイクロサービス、コンテナ、およびアジャイル・ソリューション・
アーキテクチャーに出資しています。1 つのビジネス・ソリューションのデリバリーに
対するアプリケーション開発と統合アクティビティの組み合わせの必要性が高まっ
ており、これら 2 つの間の境界線はあいまいになってきています。マイクロサービ
スを基礎としたソリューション・アーキテクチャーは、様々な方法でアジリティを助
長し、これには複数の実行スタイルを組み合わせる、統一されたソリューションを
生み出す能力が含まれます。これによってアジャイル開発者は、簡略化された統合
エンジンを用いて自身のコンテナインスタンスへデプロイする、独立した統合フロ
ーを創出することが可能になります。このような統合を基礎としたマイクロサービ
スは、カスタムコードと共に働いて混合された開発-統合プロジェクトを作り上げる
ため、成功している会社がマイクロサービスを使用している傾向が高いことは不思
議ではなく (成功度が低い会社が 31% であるのに対し、44%)、これによってレガ
シーに新しいビジネス論理が加わります。

›› �アジャイル・デリバリー・チームへのサポートにより、会社はビジネス・プラクティスに焦
点を合わせることが可能になります。調査により、アジャイル・デリバリー・チームへの
サポートに苦心している会社は、ビジネス改善の可能性ではなく、 デプロイメントお
よびデリバリーのスピードといった結果の評価に焦点を合わせていることが示され
ています。成功している会社は、以下のような事項によって成功を評価しています: 1) 

新しいビジネスモデルの創出と新しい市場の開拓 (成功度が低い会社の 26% に対
し、45%); 2) デジタル崩壊と予想外の競争に直面した上での、より強いビジネス・レ
ジリエンスの創出 (成功度が低い会社の 19% に対し、44%); および 3) ビジネスプ
ロセスのリエンジニアリングと組織構造の合理化 (成功度が低い会社の 19% に対
し、36%)。成功している会社のビジネスおよび AD&D リーダーは、販売数の増加ま
たは顧客の満足度の上昇といったビジネスの結果に焦点を合わせています。それ 
により、これらのリーダーたちが最も費用効率の高い方法で協力してこのような結 
果に到達するための動機がもたらされます。3彼らはこのような結果を、彼らの統合 
戦略に対する戦略的アプローチを通して達成しようと計画しています (図 2 を参照)。

1/2 page

Minimum Height

Maximum Height

Full page

51%
29%レガシーおよび新規のアプリケーション両方からのデー

タや機能を組み合わせる API

複数のレガシー・アプリケーションからのデータや機能
を組み合わせる API

サービスとしてのインテグレーション・プラットフォー
ム (iPaaS) を使用している

レガシービジネス論理に新しいビジネス論理を追加する
マイクロサービス (またはカスタム API/サービス)

レガシー・スクリーンおよびデータからの API 創出
に特化されたツール

49%
39%

47%
25%

44%
31%

44%
30%

図 2

成功度が低い会社 より成功している会社

「現時点で、統合へ向けたあなたの組織のアプローチは何ですか?」

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 144 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting が実施した調査
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レガシーへのチャレンジはすべての 
会社に影響を与えます
本調査は、デジタル変革の一部としての統合戦略に対する現時点でのアプローチに
は、成功している会社と成功度が低い会社との間に著しいギャップがあることを明ら 
かにしました。しかしながら本調査はまた、習慣、プロセス、および技術によってアジャ
イル開発チームをサポートするための会社の能力に関わらず、すべての会社が困難に
直面していることも明らかにしました。このような困難のうち最も重大なものは、レガシ
ー・アプリケーションとシステムの使用から生じています。統合戦略の最新化の失敗は、
顧客が援助を必要としているときに役に立てないことを意味しています。
本調査は以下のことを示しています:

›› �SaaS とレガシー・アプリの統合は、最も困難なタイプです。サービスとしてのソフト 
ウェア (SaaS) アプリと延長されたレガシー・アプリとの統合は、56% と最高のチャ
レンジですが、その他のタイプのチャレンジも、ほぼ同様に困難とされています  

(図 3 を参照)。ここで API についての深いスキルが役立ちます。ビジネス API へ強 
く焦点を合わせることで、チームはビジネス・トランザクションとレガシーおよび 

SaaS アプリケーション API を隠したクエリとを創出します。ビジネス API は、 
迅速なビジネス再構成のためのビジネス・ビルディングブロックを創出します。

›› �成功している会社は戦略的チャレンジに焦点を合わせています。成功している会社
は、統合がビジネスの結果に結びつくように自らチャレンジしています — その一 
方で、徹底したセキュリティを提供しています。これらのチャレンジは顧客主導型で
あり、新しいビジネスモデルの創出とビジネス・レジリエンスの改善へ焦点を合わ 
せることに直接つながっています。成功度が低い会社が焦点を合わせているのは、
戦術的な顧客ニーズ、データ容量の増大、およびリアルタイムでのデータ更新です 

— これらはすべて重要ではありますが、焦点を正しく合わせた統合アジリティを維
持するための「トゥルーノース (基準)」を提供するものではありません。成功度が低
い会社が過去のやり方を進化させて巻き返しをはかるまで、彼らは、顧客を獲得し、
顧客の役に立ち、顧客を喜ばせることに失敗し続けるでしょう。

1/2 page

Minimum Height

Maximum Height

Full page 図 3

「あなたのチームまたは会社にとって以下のタイプの統合はどの程度困難ですか?」
(「非常に困難」/「困難」とした回答のみを含む)

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 300 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting が実施した調査

56% SaaS アプリの統合

56% レガシー・アプリの延長

55% 顧客対応アプリの有効化

55% ビジネスユーザー向けのデータアクセス

53% IoT デバイスおよびアーキテクチャー

53% 顧客およびパートナーのアクセス
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›› �ビジネスの焦点がビジネスへのサポートを導きます。 ツール、資金、および十分に
理解されたリソースの不足は、すべての会社にとっての難題です。しかし、成功し
ている会社が統合戦略の最新化を阻止するものは何もないと述べる傾向は、 
成功度が低い会社に比べて 3 倍です。その理由は、彼らのビジネスの焦点が、 
ビジネスにおける賛同を容易にするのです。戦術的なチャレンジに焦点を合わ 
せている成功度が低い会社は、以下の事項に苦闘しています: 1) チームおよび 
ビジネスライン間の不十分な協力と提携; 2) エグゼクティブからの同意の欠如; 

および 3) 明確な展望のない戦略/明確なリーダーシップのない統合。

成功している会社から学びましょう
アジャイル・インテグレーション戦略によるアジャイル・デリバリーチームのサポー 
トに成功している会社は、ベスト・プラクティスのロードマップを提示しました。成功
度が低い会社は、以下のベスト・プラクティスを採用して学ばない限り、顧客を失う 
ことになるでしょう:

›› �統合戦略を最新化して顧客を獲得し、顧客の役に立ち、顧客を維持する。成功して
いる会社は、さらに顧客の役に立つように、統合戦略の拡大および最新化に出資
しています。一方で成功度が低い会社は、パートナーを探しているか、または未だ
に関連した専門知識をもつスタッフを探しています。成功している会社は、開発者
がサードパーティーの API を容易に使用できるように対策を講じたり、統合とデ
ジタル変革に対する総合的アプローチのための展望とアーキテクチャーを創出 
したり、API の消費に対する開発者のセルフサービスを可能にしています (図 4 

を参照)。
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42%
35%

開発者によるサードパーティー API の使用を容易にする

42%
29%統合とデジタル変革に対する総合的アプローチのための展望

とアーキテクチャーを創出する

40%
35%インテグレーション・プラットフォームおよびアーキテ

クチャーに出資する

36%
20%デジタル革新のリスクを管理するセキュリティへの出資

を増額する

36%
28%新しいサービスの送達スピードをアップする

図 4

成功度が低い会社 より成功している会社

「統合戦略を最新化するために、あなたのチームが講じている、または講じた対策は何ですか?」

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 144 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting が実施した調査

35%
26%開発者による API 消費のセルフサービスを可能にする
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成功している会社の 
67% は、SaaS アプリケ
ーションの統合を、ある
程度困難から非常に困難
であると評価しています。



›› �統合とビジネスの結果に関するすべての状況を評価しましょう。成功している会社 
には、成功を測るため、統合戦略に関するすべての状況を評価する傾向が大いに
みられます。しかしさらに重要なのは、彼らの測定基準が、統合をビジネスの成功
に関連させていることです。成功度が低い会社は、API のソフトウェア開発およびデ
プロイメント、またはサービスのスピード改善に焦点を合わせている傾向が大い
にみられます。成功している会社がイベントまたはメッセージを評価している可能
性は 2 倍です。成功している会社と成功度が低い会社の間に有意なギャップがみ
られるその他の領域は、デジタル崩壊の創出とビジネスプロセスのリエンジニアリ
ング、および組織構造の合理化です。成功している会社は、統合戦略を成功させる
ためには統合に関するすべての状況を評価しなければならないことを理解してい
ます。

›› �デジタル変革の目標において最も重要な影響を伴う能力を特定する。成功している
会社は、統合戦略を全体的なデジタル変革戦略の一部として考えています。彼らは、
デジタル変革の目標を素早くかつ効果的に叶えることを可能にする、重要な能力を
特定しました。成功度が低い会社は、デジタル変革の成功が可能となる能力を特定
することが必要です。成功している会社が特定した能力のトップは以下の事項です: 

拡張性、セキュア・コミュニケーション・チャネル、および新規 API またはサービス
を素早くデプロイする能力 (図 5 を参照)。
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79%
40%拡張性
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33%新規 API またはサービスを素早くデプロイする能力
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38%カスタマイズ能力

60%
17%リプロセシング能力

60%
29%ビジネス関係者が進歩的な統合フローを

創出する能力

50%
29%イベントまたはメッセージを消費もしくは公開する能力

47%
27%動的かつ構成可能なダッシュボード

43%
14%使用ごとの支払い

図 5

成功度が低い会社 より成功している会社

「あなたの会社がデジタル変革の目標を達成する能力において、以下のうちどれが影響を与えますか?」 
(上位 10 を示す)
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›› �アジャイル・インテグレーションのサポートにより、API のリリースとアップデートを
迅速にアーカイブする。成功している会社が API のリリースとアップデートをどれ
だけ迅速に行っているかについては、成功度が低い会社との間に大きなギャップ
があります。半数 (53%) の会社は API のリリースまたはアップデートを毎週、さら
には毎日でも実行できます。しかしながら成功度が低い会社の 38% は、毎月のリ
リースに限定されています (図 6 を参照)。顧客に対してアップデートを迅速にリリ
ースすることにより、さらに成功している会社は、修復の遅いエラーのために顧客
が経験する不測の事態を避けることができます。顧客を大切にする組織は、迅速
な革新へのプレッシャーの下にあり、ソフトウェア・デリバリーチームはそのような
プレッシャーを毎日感じています。これに応えて AD&D リーダーは、アジャイルお
よび DevOps モデルの採用と継続的デリバリー (CD) ライフサイクルを通したソ
フトウェアのデリバリーとを増やすことによって、彼らのプラクティスと技術を 
アップグレードしています。このような最新の開発環境において、テスティングも
また、CD ライフサイクル全体を通して継続的かつ普及力のあるものとなってい 
ます。我々のアジャイル採用調査によれば、アジャイルのエキスパート会社 —  

アジャイルによって、さらに成功している会社 — の 54% が継続的テスティング
を行っていましたが、新規にアジャイルを導入した会社でこれを行っているのは
わずかに 30% でした。4

成功している会社のうち、API を毎日リリースまたはアップデートで
きると考えられる会社の割合は、成功度が低い会社の 5 倍です。 
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38%
17%毎週

7%
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38%毎月
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全くない
0%

0%

図 6

成功度が低い会社 より成功している会社

「新しい特徴または追加の内容を含んだ API をどのくらいの頻度でリリースまたはアップデートしていますか?」

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 144 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting が実施した調査



まとめと提案
デジタル変革の要求に応えるため、組織は統合に対して広くかつ深く焦点を合わ 
せることが必要です。統合へのアプローチは、「サイロの接続」という観点からでは 
なく、ビジネスの変化を推進することによって行うべきです。アジャイルな習慣は、 
望ましいビジネスの結果と迅速なアプリ開発および様々な統合スタイルとを結びつ
けます。Forrester が行った、アジャイル開発戦略の意思決定者 300 人に対する統 
合戦略についての綿密な調査により、以下に挙げる幾つかの重要な推奨が得られ 
ました:

アジャイル・インテグレーションをアジャイル開発に混合する。アプリサイロの接続のみ
に焦点を合わせた従来の統合では、開発チームと統合チームの間に壁が生じます。ア
プリ開発と統合を混合することにより、新しい統合スタイルが、アジャイル開発チーム
のコンテナ・プラットフォームおよびクラウド戦略とより良くミックスされます。例えば
従来の統合フローは、マイクロサービスのコンポーネントとして個別にパッケージ 
され、アジャイルチームのアプリケーションの一部としてデプロイされるでしょう。 
本調査は、会社にとってはクラウドベースアプリの実行が第 1 のデジタル・イニシア
チブであることを示しました。成功している会社の 42% は、統合とデジタル変革に 
対する総合的アプローチのための新しい展望とアーキテクチャーを創出しています。

統合戦略とアーキテクチャーを広げる。API、データ、仮想化、イベント、およびその他
の進歩的な統合スタイルを、アプリ開発および統合と混合します — 統合を含むク 
ラウド・プラットフォームは、柔軟なデプロイメント・オプションを提供します。B2B、
エンタープライズ・サービス・バス (ESBs)、およびその他の従来型統合スタイルは 
今でも重要な需要を満たしていますが、 広範な統合戦略は、それらをいつどのよ 
うに使用するかについて、より良い境界と背景を特定します。

アプリケーション・サイロではなく、ビジネスデザインに重点を置く。ビジネス API およ
びそれがビジネス・ビルディングブロックを作り出す方法は、これらの新しい統合ス
タイルがどのようにビジネスデザインへのより強い焦点を助長するかについての一
例です。成功するチームがビジネスの結果に焦点を合わせることは、様々な統合ス 
タイルを選択する上での出発点です。 

内部および外部統合の境界線をあいまいにする。ビジネス API は、ここにも素晴らし
い例を提示しています。オーダーが、モバイルアプリ、SaaS アプリ、B2B パートナー、
または企業顧客のいずれから送信されたかに関わらず、それは常に同じ 「オーダー
を送信」のビジネス API を通してやって来ることが可能です。API の管理ソリューシ
ョンによって、どのような API ユーザーも対象とする強調的なパブリッシングが可能
になります。
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付録 A：方法論 
本調査で Forrester は、API 統合戦略を評価するため、北米、英国、フランス、ドイツ、インド、および中国におけるアジャイル 
開発戦略の意思決定者 300 人にオンライン調査を行いました。参加者には、アジャイル API 統合戦略に対する現時点でのア 
プローチ、成熟レベル、および将来の計画について尋ねる質問が配布されました。調査は 2018 年 4 月に開始し、2018 年 5 月に
完了しました。

付録 B: 統計/データ
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業界（上位 5 種）

職務/部門

米国 23% 

カナダ 10% 

インド 16% 

中国 18% ドイツ 9% 
英国 12% 

フランス 12% 

11%技術や技術サービス

11%金融サービスや保険

9%小売

6%電信サービス

6%製造および原材料

65%
IT

35%
デジタル組織

ベース: 世界的企業におけるアジャイル開発戦略の意思決定者 144 人
出典: 2018 年 5 月に Red Hat からの委託により Forrester Consulting が実施した調査

12 カ月以
内に実装
する予定

27%

実装途中

32%

実装済み

10%

実装の拡張
または更新

31%

20%
500 ～ 999 人

44%
1,000 ～ 4,999 人

21%
5,000 ～ 19,999 人

15%
20,000 人以上

付録 C: 注釈 
1	原点:『The Integration Imperative Of Digital Experiences』、Forrester Research, Inc., 2018 年 8 月 31 日。
2	原点:『Create Great API Designs And Documentation With Integration Across The API Life Cycle』、Forrester 
Research, Inc., 2018 年 2 月 13 日。

3	原点:『How To Fund DevOps And Spur Innovation』、Forrester Research, Inc., 2017 年 5 月 17 日。
4	原点:『The Forrester Wave™: Modern Application Functional Test Automation Tools, Q4 2016』、Forrester 
Research, Inc., 2016 年 12 月 5 日。


